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は　じ　め　に
チェコでは、会計期間、財務諸表の種類、財務諸表作成の基本原則など、会計に関連する一般事
項は、会社法において規定されている NF。すべての企業の会計期間は暦年（N月 N日～ NO月 PN日）
であり（第 P節）、翌年の P月 PN日までに財務諸表を作成して、財務省に提出しなければならない。
ただし、法定監査を受けている企業や登録された税アドバイザーを利用している企業は S月 PM日ま
で延長できる。財務諸表は、貸借対照表、損益計算書および財務諸表の注記から成り（第 NU 節）、
キャッシュ・フロー計算書は財務諸表の注記に含まれる。また、売上高が QM百万 `wh以上または
純資産額が OM百万 `wh以上の企業は監査を受けなければならず（第 OM節）、他の企業の OM％以上
の持分を有する企業または契約等に基づいて他の企業を支配していることが認められる企業は、連
結財務諸表を作成し、監査を受けなければならない（第 OO～ OP節）。監査を受けた企業は年次報告
書を作成し、財務省が定めた様式に従った要約貸借対照表、要約損益計算書および財務諸表の注記、
監査人の監査報告書、財務諸表に関連する重要事実、ならびに過去および将来の事業展開および財
務状況に関する情報を掲載し、公開しなければならない（第 ON節）。さらに、上場企業は中間財務
諸表（貸借対照表と損益計算書のみ）を T月 PN日までに公表する必要がある。
本稿では、チェコの年次報告書の構成およびその内容を分析し、企業内容開示の現状について検
討する。調査対象企業は、jÉêÖÉåí=fåíÉêå~íáçå~ä=`çãé~åó=a~í~=aáêÉÅí=qj に収録されている企業 SO
社のうち、チェコ語やドイツ語で記載されたもの、同一企業で異なる年度のものなどを除く QV社で
ある。対象企業の会社名、業種、会計年度、年次報告書の総ページ数および実質ページ数（白紙や
NF==^ÅÅçìåíáåÖ=^Åí=kçKRSPLNVVN=`çääKI=~ë=~ãÉåÇÉÇ=ìåÇÉê=^Åíë=kçK=NNTLNVVQ=`çääK=~åÇ=kçKOOTLNVVT=`çääKI=áå=`òÉÅÜ
oÉéìÄäáÅ=^ÅÅçìåíáåÖ=iÉÖáëä~íáçå=áå=OMMMI=qê~ÇÉ=iáåâëK
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表１　調査対象会社
会社名 業種 年度 実質ページ数 総ページ数
N ^äá~ÅÜÉã=~KëK 化学 NVVV SN TO
O _áçÅÉä=~KëK 化学 OMMM TV NMO
P _êåÉåëâÉ=sÉäÉíêÜó=~=sóëí~îó=~KëK 興業 NVVV QQ SM
Q `Éëâ~=mçàáëíçîå~=~KëK 保険 OMMM SS TN
R `Éëâ~=péçêáíÉäå~=~KëK 銀行 OMMM NPT NQS
S `Éëâ~=wÄêçàçîâ~=~KëK 兵器 NVVV RP RS
T `ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëK 通信 NVVV RN SS
U `ÉëâçëäçîÉåëâ~=lÄÅÜçÇåá=_~åâ~=~KëK 銀行 OMMM UV NMN
V `òÉÅÜ=qÉäÉÅçã 通信 OMMM SN SU
NM `Éò=~KëK 電力 OMMM NMN NNU
NN aÉò~=~KëK 化学 OMMM TT VP
NO bw=mê~Ü~=~KëK 電機 OMMM RO RO
NP bäÉâíê~êåó=lé~íçîáÅÉ=~KëK 電力 OMMM OS OU
NQ d~äÉå~=~KëK 製薬 NVVV PN PS
NR fmp=~KëK 建築 OMMM RS SM
NS gáÜçÅÉëâ~=båÉêÖÉíáâ~=~KëK 電力 OMMM UU NOU
NT gáÜçÅÉëâ~=mäóå~êÉåëâ~=~KëK ガス NVVV PM PU
NU gáÜçãçê~îëâ~=båÉêÖÉíáâ~=~KëK 電力 OMMM NMS NOU
NV gáÜçãçê~îëâ~=mäóå~êÉåëâ~=~KëK ガス OMMM PR PT
OM hÉê~ãáâ~=eçêåá=_êáò~=~KëK セラミック OMMM SS TO
ON hçãÉêÉåá=_~åâ~=~KëK 銀行 OMMM NSO NTV
OO iÉÅáî~=~KëK 製薬 OMMM PM QS
OP jÉíêçëí~î=~KëK 建築 NVVV RR SS
OQ jçëíÉÅâ~=rÜÉäå~=péçäÉÅåçëí=~KëK 採鉱 OMMM PU QV
OR kçî~=eìí=~KëK 金属 OMMM QR QR
OS máîçî~ê=o~ÇÉÖ~ëí=~KëK 飲料 NVVU SU TS
OT mäóòÉåëâó=mê~òÇêçà=~KëK 飲料 OMMM RP RV
OU mçÇåáâ=sóéçÅÉíåá=qÉÅÜåáâó=~KëK 通信 OMMM RT SU
OV mê~òëâ~=båÉêÖÉíáâ~=~KëK 電力 OMMM SQ TO
PM mê~òëâ~=mäóå~êÉåëâ~=~KëK ガス NVVU SM SU
PN mê~òëâ~=qÉéä~êÉåëâ~=~KëK= 電力 NVVV QP QU
PO mê~òëâ~=máîçî~êó=~KëK 飲料 OMMM PQ PQ
PP mêîåá=pÉîÉêçò~é~Çåá=qÉéä~êÉåë=~KëK 電力 NVVU SM SM
PQ pÉíìò~=~KëK 食品 OMMM RT RT
PR pÉîÉêçÅÉëâ~=båÉêÖÉíáâ~=~KëK 電力 OMMM UO UQ
PS pÉîÉêçÅÉëâ~=mäóå~êÉåëâ~=~KëK 電力 OMMM SS SV
PT pÉîÉêçÅÉëâ~=açäó=~KëK 採鉱 NVVV RM SM
PU pÉîÉêçãçê~îëâ~=båÉêÖÉíáâ~=~KëK 電力 OMMM TP UM
PV pÉîÉêçãçê~îëâ~=mäóå~êÉåëâ~=~KëK ガス OMMM UU NMM
QM péçä~å~=~KëK 化学 OMMM NMP NOM
QN mÜáäáé=jçêêáë=`o=（旧 q~Ä~â=~KëK） 飲料 OMMM QV QV
QO råáéÉíêçä=~KëK 化学 OMMM UU NON
QP sÉêíÉñ=~KëK ガラス繊維 OMMM OU QT
QQ sáíâçîáÅÉ=~KëK 金属 NVVV QO QQ
QR sçÇåá=pí~îÄó=mê~Ü~=~KëK 建築 NVVV TP UU
QS sóÅÜçÇçÅÉëâ~=båÉêÖÉíáâ~=~KëK 電力 OMMM UN VT
QT w_=J=qêìëí=fåîÉëíãÉåí=`çãé~åó 信託 OMMM NQO NQQ
QU w~éçÇçÅÉëâ~=båÉêÖÉíáâ~=~KëK 電力 OMMM SV TV
QV wáîåçëíÉåëâ~=_~åâ~=~KëK 銀行 NVVV VT NMU
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模様などデータがないページを除いたページ数）は次の通りである OF。年次報告書の総ページ数（実
質ページ数）は OUページ～ NTVページ（OSページ～ NSOページ）で、平均は TSKRページ（SSKTペー
ジ）である。必要最小限を記載したものから多くの写真を含めたものまでさまざまである。
企業の業種別分類を表 Oに示す。電力、ガス、化学、銀行などが多いのが目につく。
表 Pに年度別の分類を示す。表 Nに示した各企業の年度は OMMO年 O月 U日現在のもので、時々新
しい内容に置き換わっている。
表 Qは言語別の分類である。英語のみのものが多い。英語およびチェコ語と書いたのは、英語チェ
コ語対照以外で、チェコ語のページがあるものである。
表 Rに年次報告書のサイズと縦横を示す。すべて ^Qであり、横にしたものは、Oページを N枚に
縮小したものと N枚に Nページと Oページが混在したものである。
Ⅰ．年次報告書の構成と内容
チェコの年次報告書の内容は多種多様であるが、共通する項目で多いものは表 Sの通りである。
表 2　業種別分類
業種 企業数
電力 NO
化学 R
ガス Q
銀行 Q
飲料 Q
通信 P
建築 P
製薬 O
採鉱 O
金属 O
興業 N
保険 N
兵器 N
電機 N
セラミック N
食品 N
ガラス繊維 N
信託 N
計 QV
OF==図表中の ~KëKの英訳は gçáåí=píçÅâ=`çãé~åóで法定監査が必要な企業を示す。チェコでは ~KëK=以外に ëKêKçKが
あり、iáãáíÉÇ=iá~Äáäáíó=`çãé~åóと英訳されている。
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基本データは、会社の数年間の財務データを含む主要なデータを示したもので、基本情報、会社
情報、主要指標、基本財務指標、財務要約、財務ハイライト、要約データなどの項目名が付けられ
ている。
会社概要は、会社の歴史、営業内容などを示したものであるが、注記や取締役会からの報告の中
で、同様の内容を述べている企業もある。
取締役会会長挨拶は、多くの企業が記載しており、O ページ以内のものがほとんどである。取締
役と監査役については、氏名だけのものから各個人の写真入りで数ページにわたるものまである。
組織については、図で示したものが多い。
会社の当該年度の活動は、当期の主な出来事として記載している会社と、取締役会からの報告の
中で取り扱っている会社とがあり、取締役会からの報告が OSページに及んでいる会社もある。取締
役会からの報告に比べて、監査役会からの報告は多く、監査役会会長が署名をしたものが付けられ
ている。
株主総会の報告や株主への情報を載せている会社は多くないが、株主および株式に関するデータ
を記載している会社は ON社あった。
関係会社については、持ち株数のみを示したもの、グループ間の持ち株状態を図表で示したもの、
各関係会社を詳細に記述したものなど様々である。
財務諸表、注記、監査報告書はすべての会社に付けられているものと考えていたが、財務諸表の
ないのが N社、注記のないのが R社、監査報告書がないのが Q社あった。
宣誓供述書は、年次報告書の内容に間違いがないことを表明するもので、NN 社が記載していた。
用語や略語の解説が末尾に付けられているのは、年次報告書を読者にとって理解しやすいものとす
るためであろう。また、各企業の年次報告書には業種特有の項目が記載されているが、それらは表
Sでは省略した。
表 5　年次報告書のサイズと縦横
年次報告書のサイズと縦横 企業数
^Q縦 QT
^Q横 O
計 QV
表 3　年度別分類
年度 企業数
OMMM年 PQ
NVVV年 NO
NVVU年 P
計 QV
表 4　言語別分類
言語 企業数
英語のみ PR
英語チェコ語対照 Q
英語およびチェコ語 NM
計 QV
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チェコの年次報告書の代表的な例として、通信会社 `ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëK の年次報告書
（NVVV年）を簡略に示す。
xNz　会社のビジョンと使命
・ラジオ、テレビ放送における支配的な位置を保ちつつ、多機能ネットワークを開発してい
く。OMMR年には遠距離通信業界で先導的な位置を確保する。
xOz　会社のプロフィール
・会社は国際的な遠距離通信業を行い、無線伝送（電話、データ通信）、ラジオ、テレビ放
送などで支配的な位置にある。
xPz　主要数字
・NVVS ～ NVVV 年のデータ（総営業収益、総営業費用、営業損益、純資産）と NVVT ～ NVVV
年のグラフ（総営業収益、純資産）。
・NVVV年 N～ NO月のプラハ証券取引所 O部の株価（平均 NIOOOKMT`wh、前年より=PTKRS％増
加）と ojシステムの株価のグラフ。
・N％超を所有する株主（国有財産基金 RN％、qÉäÉ=a~åã~êâ=~KëK=OMKU％、ニューヨーク銀行
OMKPS％）。
xQz　NVVV年の主な出来事
・N月　会社と qÉäÉ=a~åã~êâ=~KëKとが合弁会社を設立する協定書に署名。
・Q月　上記の合弁会社 `çåí~ÅíÉä=ëKêKçKを設立（会社の持分 RM％）。
表 6　年次報告書の主な記載項目
項目 企業数
基本データ PV
会社概要 OS
取締役会会長挨拶 PT
取締役氏名 PU
監査役氏名 PU
組織（組織図） PM
取締役会からの報告 ON
監査役会からの報告 QN
当期の主な出来事（活動） OQ
株主総会の報告 S
株主および株式 ON
株主への情報 V
関係会社 NU
財務諸表 QU
注記 QQ
監査報告書 QR
宣誓供述書（年次報告書責任者署名） NN
用語（略語）解説 NM
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・S月　OO日に定時株主総会を開催。退任取締役 R名と新任取締役および新任監査役 U名承
認（国有財産基金から O名、交通運輸省から O名、財務省から N名、qÉäÉ=a~åã~êâ
~KëKから P名）。財務諸表および配当承認（税引後当期利益 VMKQ百万 `wh）。NVVU年
に対しては配当を支払わない。
・T月　政府は、私有化完成法に基づき、NVVV年 T月 ON日付けの政府決定 kçKTSPに基づい
て、国有財産基金が所有する当社の株式 RN％を売却する。
・U月　NV日に臨時株主総会を開催。`çåí~ÅíÉä=ëKêKçKに対して、VMM百万 `wh以内の金融お
よび非金融投資を行うことを決定。新任取締役 O 名追加（国有財産基金から N 名、
財務省から N名）。
・受賞　m~ÉÖ~ë=páÖåìã=qÉãéçêáë=VU（プラハ証券取引所 N部および O部上場の企業から選ば
れる）、íÜÉ=dçäÇ=pí~ê=Ñçê=nì~äáíó（国際的な賞）。
xRz　戦略と将来計画
・戦略目標
・テレビとラジオの放送サービス
・多機能ネットワーク遠距離通信サービス
・開発のための技術目標
xSz　取締役会会長による挨拶（取締役会長署名、日付なし）
・当期の総収益は PKO十億 `whで前年より OQ％増加。
・連結の結果もかなり強化されたものとなった。
・プラハ証券取引所の株価は平均 NIOOO`whで前年より PU％上昇。
・国の株主持分は TM％から RN％に減少。
・OMMM年に国は残りの RN％を売却予定。
・NVVV年における最も重要なことは合弁会社 `çåí~ÅíÉä=ëKêKçKを設立したこと。
・デジタルラジオ放送（qJa^_ システム）とデジタルテレビ放送（qJas_ システム）の実
験を開始。
・多機能遠距離通信幹線ネットワークの開発
・国内および国外の受賞
xTz　NVVV年回顧
N．主な活動、システム、サービス
O．情報技術、価値に基づく経営システム
P．人事政策
Q．福利政策
R．社会活動、展示、後援活動
xUz　関係会社
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・o~ÇáçjçÄáäÉ=~KëK　RN％所有。
・`çåí~ÅíÉä=ëKêKçK　RM％所有。
・o~Çáçâçåí~âí=lmbo^qlo=~KëK　PTKTR％所有。
・plcqifkh=ëéçäK=ëKêKçK　NMM％所有。
・a^q^ifkh=ëKêKçK　NMM％所有。
・会社を中心とした株式の所有関係の図を表示。
xVz　トップ・マネジメント（氏名、役職名、写真）
・取締役会 V名（会長 N、副会長 N、取締役 T）。
・監査役会 V名（会長 N、副会長 N、監査役 T）PF。
xNMz　会社の組織と構成図
xNNz　監査役会の報告（プラハ OMMM年 Q月 R日、監査役会会長署名）
xNOz　チェコ会計基準に従った財務諸表
・監査報告書（aÉäçáííÉ=C=qçìÅÜÉ、宛先は株主、プラハ OMMM年 R月 O日、監査法人の署名と
N人の監査人の署名、免許番号記入）
・貸借対照表
・損益計算書
・キャッシュ・フロー計算書
xNPz　財務諸表の注記
xNQz　国際会計基準に従った財務諸表
・監査報告書（連結財務諸表の監査報告書、aÉäçáííÉ=C=qçìÅÜÉ、宛名は株主、プラハ OMMM年
R月 O日、署名は監査法人のみ）。
・連結貸借対照表
・連結損益計算書
xNRz　裏表紙（広告パートナーとスポンサー会社名、当社名、本店所在地、電話番号、c^u 番号、
roi、年次報告書の印刷会社名）
Ⅱ．財務諸表の構成と内容
チェコの会社法によると、財務諸表は貸借対照表、損益計算書および注記から成り、注記はキャッ
シュ・フロー計算書を含むとしている。調査した年次報告書では、チェコ会計基準に準拠した個別
財務諸表を記載している企業が QT社、チェコ会計基準に準拠した連結財務諸表を記載している企業
PF=英語の pìéÉêîáëçêó=_ç~êÇは、管理職でない労働者による委員会で経営上の意思決定に部分的に参加できるも
のであるが、ここでは、内容から見て監査役会とした。監査委員会と考えることもできる。
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が V社、国際会計基準に準拠した個別財務諸表を記載している企業が O社、国際会計基準に準拠し
た連結財務諸表を記載している企業が V社であった。また、キャッシュ・フロー計算書を財務諸表
本体で表示している企業が PR社、注記の中で表示している企業が NV社あった。貸借対照表、損益
計算書、キャッシュ・フロー計算書を複数個作成している企業も多い。財務諸表の年度も単年度の
みのものから T 年間のデータを表しているものまであるが、チェコ会計基準の個別財務諸表では O
～ P年分を記載している会社が大部分である（表 T）。
注記に含まれている項目とその項目を記載している企業数を表 Uに示した。取り上げている項目
は、欧米や日本と比べて特に変わりはない。調査対象企業 QV 社のうち、注記を記載しているのは
QQ社で、そのすべてが会社の一般的情報、会社の採用する会計方針・会計原則、評価方法・償却方
法、有形固定資産の内訳・増減について記載していた。以下、記載の多い項目は、無形固定資産、
資本、売掛金、投資資産、営業収益、法人所得税などである。なお、簿外の資産負債を示している
のが NP社あった。
以下表 V ～ NN に、`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëK の個別財務諸表 Q）（貸借対照表、損益計算書、
キャッシュ・フロー計算書）、連結財務諸表（貸借対照表、=損益計算書）および監査報告書 RFを示す。
===
表 7　財務諸表の記載年数（企業数）
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ７年
チェコ会計基準（個別）
貸借対照表 N OP NS Q O N
損益計算書 N OP NR Q O N
キャッシュ・フロー計算書 S NO V N
国際会計基準（個別）
貸借対照表 N N
損益計算書 N N
キャッシュ・フロー計算書 N
チェコ会計基準（連結）
貸借対照表 N R N O
損益計算書 N R N O
キャッシュ・フロー計算書 O
国際会計基準（連結）
貸借対照表 Q Q N
損益計算書 Q Q N
キャッシュ・フロー計算書 N P N
QF=個別財務諸表には年月日と金額が記載されていないが、当期は NVVV年 N月 N日～ NO月 PN日、前期は NVVU年
N月 N日～ NO月 PN日で、金額の単位は千 `whである。
RF=`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëK=の年次報告書には、O つの監査報告書が付けられている。N つはチェコ会計基準
の財務諸表に対するもので、他の Nつは国際会計基準の連結財務諸表に対するものである。ここでは、前者の
監査報告書を示した。
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表 8　注記内容
項目 企業数 項目 企業数
N．一般的情報 QQ 短期借入金 V
O．会計方針・会計原則 QQ 銀行借入金 PM
P．評価方法・償却方法 QQ 引当金 OP
Q．貸借対照表と損益計算書への補足情報 買掛金 NV
無形固定資産 QN 関係会社債務 NP
有形固定資産 QQ その他の負債 OT
リース資産 OM 営業収益 PR
担保資産 NN 人件費 PN
棚卸資産 OM 研究開発費 NN
投資資産 PR 法人所得税 PQ
売掛金 PS 繰延税金 NP
金融資産 OQ 関係会社取引 NR
関係会社債権 NP 関係会社情報 NQ
その他の資産 OT セグメント情報 U
資本 QN 偶発債務 OQ
剰余金 PN 後発事象 OU
長期債務 NQ オフバランス項目 NP
長期借入金 NM キャッシュ・フロー計算書 NV
短期債務 ON
表 9　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの個別財務諸表
貸借対照表
資　　産 行
当期 前期
総額 調整 純額 純額
~ Ä Å N O P Q
総資産 N NP=ONM=MVU ÓQ=RVO=SNS U=SNT=QUO U=NRT=TUO
^K 未払込引受済資本金請求額 O M M M M
_K 固定資産 P NM=RRR=PVM ÓQ=ROU=NVM S=MOT=OMM Q=VPU=VNV
fK無形固定資産 Q NOP=SNP ÓRS=TMO SS=VNN QO=ORO
NK創立費および開業費 R M M M M
OK研究開発費 S PU=MMM ÓT=NOR PM=UTR M
PKソフトウェア T UR=SNP ÓQV=RTT PS=MPS QO=ORO
QK経済的価値のある権利 U M M M M
RKその他の無形固定資産 V M M M M
SK不使用無形固定資産 NM M M M M
TK無形固定資産に対する前払金 NN M M M M
ffK有形固定資産 NO V=OPQ=QSP ÓQ=QPR=VTT Q=TVU=QUS Q=MSP=NVU
NK土地 NP NMR=PUT M NMR=PUT NNO=MRR
OK建物および構築物 NQ O=NNT=PPQ ÓTVV=OTV N=PNU=MRR N=OPN=SUN
PK機械、器具備品および車両 NR S=QMU=SSP ÓP=QVQ=OOR O=VNQ=QPU O=OQV=NRU
QK多年生収穫物 NS N=UMV ÓN=SUM NOV OV
RK飼育動物および牽引動物 NT M M M M
SKその他の有形固定資産 NU NQN=MOP ÓNQM=TVP OPM OPM
TK不使用有形固定資産 NV PQM=QRP M PQM=QRP QNS=QOQ
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表 9　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの個別財務諸表　（続き）
貸借対照表　（続き）
資　　産 行
当期 前期
総額 調整 純額 純額
UK有形固定資産に対する前払金 OM NNV=TVQ M NNV=TVQ RP=SON
VK取得資産に対する調整 ON M M M M
fffK財務投資 OO N=NVT=PNQ ÓPR=RNN N=NSN=UMP UPP=QSV
NK子会社株式および持分 OP QTR=MMM M QTR=MMM QTR=MMM
OK関連会社株式および持分 OQ RUV=RNN ÓPR=RNN RRQ=MMM OPV=RNN
PKその他の投資および持分 OR NPO=UMP M NPO=UMP NMM=NQV
QK関係会社貸付金 OS M M M NU=UMV
RKその他の投資 OT M M M M
`K 流動資産 OU O=SPQ=NTT ÓSQ=QOS O=RSV=TRN P=NSP=SUU
fK棚卸資産 OV NTS=QRN M NTS=QRN VV=ONO
NK材料 PM NSU=ROO M NSU=ROO UV=SOP
OK仕掛品および半製品 PN T=SVQ M T=SVQ V=PTP
PK製品 PO M M M M
QK動物 PP OPR M OPR ONS
RK商品 PQ M M M M
SK棚卸資産に対する前払金 PR M M M M
ffK長期債権 PS M M M M
NK営業債権 PT M M M M
OKパートナーおよび関係者債権 PU M M M M
PK子会社に対する債権 PV M M M M
QK関連会社に対する債権 QM M M M M
RKその他の債権 QN M M M M
fffK短期債権 QO POR=ONQ ÓSQ=QOS OSM=TUU PON=MUP
NK営業債権 QP OSU=TSU ÓSQ=QOS OMQ=PQO NUV=QNQ
OKパートナーおよび関係者債権 QQ M M M M
PK社会保障債権 QR M M M M
QK未収還付税 QS PO=SSQ M PO=SSQ UP=QUV
RK繰延税金資産 QT M M M M
SK子会社に対する債権 QU M M M M
TK関連会社に対する債権 QV M M M M
UKその他の債権 RM OP=TUO M OP=TUO QU=NUM
fsK財務資産 RN O=NPO=RNO M O=NPO=RNO O=TQP=PVP
NK現金 RO N=RST M N=RST N=QUT
OK預金 RP RR=OUV M RR=OUV TT=TNO
PK短期財務資産 RQ O=MTR=SRS M O=MTR=SRS O=SSQ=NVQ
a その他の資産 RR OM=RPN M OM=RPN RR=NTR
fK一時的資産 RS U=UPQ M U=UPQ RR=NOO
NK前払費用 RT U=TTP M U=TTP QN=UPP
OK未収収益 RU QM M QM NN=USN
PK為替換算差損 RV ON M ON N=QOU
ffK推定資産 SM NN=SVT M NN=SVT RP
制御番号 VVV RO=UOU=SVR ÓNU=PTM=QSQ PQ=QRU=OPN PO=SPN=MTR
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表 9　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの個別財務諸表　（続き）
負債および資本 行 当期 前期
~ Ä Å R S
負債および資本合計 SN U=SNT=QUO U=NRT=TUO
^K 自己資本 SO T=VOV=VVT T=QVP=RSR
fK資本金 SP P=MTU=QUS P=MTU=QUO
NK資本金 SQ P=MTU=RRO P=MTU=ROO
OK自己株式 SR ÓPS ÓQM
ffK資本剰余金 SS P=RRP=UON P=RRS=PPO
NK株式払込剰余金 ST P=QUM=UMQ P=QUM=UMQ
OKその他の資本剰余金 SU TP=MNT TR=ROU
PK再評価剰余金 SV M M
QK TM M M
fffK利益準備金及び積立金 TN ORV=RUS ORR=NSU
NK利益準備金 TO ORV=MMU ORQ=QVM
OK分配不能積立金 TP M M
PK強制積立金等剰余金 TQ RTU STU
fsK過年度損益 TR RUU=MSP RNP=OOS
NK過年度からの留保利益 TS RUU=MSP RNP=OOS
OK過年度からの累積損失 TT M M
sK当期利益 TU QRM=MQN VM=PRT
_K 他人資本 TV RVV=PQS SQU=ROQ
fK引当金 UM NMO NS=TMU
NK法定引当金 UN NMO NS=TMU
OK為替換算損失引当金 UO M M
PKその他の引当金 UP M M
ffK長期債務 UQ M VR=MMM
NK子会社に対する債務 UR M M
OK関連会社に対する債務 US M M
PK長期前受金 UT M M
QK社債 UU M M
RK長期支払手形 UV M M
SKその他の長期債務 VM M VR=MMM
fffK短期債務 VN RTS=PUT QNO=RPM
NK営業債務 VO OMP=SQN NVN=RRP
OKパートナーおよび関係者債務 VP M M
PK従業員に対する債務 VQ NU=ORO NS=RMS
QK社会保障債務 VR NP=QTS NO=TNQ
RK未払税金 VS NMQ=PPT P=TRM
SK繰延税金負債 VT NQN=SUN VP=MMT
TK子会社に対する債務 VU M M
UK関連会社に対する債務 VV M M
VKその他の短期債務 NMM VR=MMM VR=MMM
fsK銀行およびその他の借入金 NMN OO=URT NOQ=OUS
NK長期銀行借入金 NMO NN=QOU OO=URU
OK短期銀行借入金 NMP NN=QOV NMN=QOU
PK短期借入金 NMQ M M
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表 9　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの個別財務諸表　（続き）
負債および資本 行 当期 前期
`K その他の負債 NMR UU=NPV NR=SVP
fK一時的な負債 NMS NS=MQV N=UQV
NK未払費用 NMT UMT TUO
OK前受収益 NMU N=NNT QRO
PK為替換算差益 NMV NQ=NOR SNR
ffK見積債務 NNM TO=MVM NPUQQ
制御番号 VVV PP=VQT=TVT PO=ROS=VOT
損益計算書
項目 行 当期 前期
~ Ä Å N O
fK商品売上高 N M M
^K 売上原価 O M M
H売上総利益 P M M
ffK生産による収益 Q O=OSN=SVS O=MSS=MNS
NK製品売上および役務収益 R O=MMR=MVP N=VTN=OPQ
OK棚卸資産の増減額 S ÓN=RTO ÓO=NPO
PK自家消費 T ORT=STR VS=VNQ
_K 材料および役務の消費 U VRS=PPV VMS=ORU
NK材料 V QNS=MSP OUR=SVU
OK役務 NM RQM=OTS SOM=RSM
H付加価値額 NN N=PMR=PMT N=NRV=TRU
`K 人件費 NO QSP=SQO QQQ=NQU
NK賃金給料 NP PPT=MRV POQ=ORP
OK役員報酬 NQ N=USM N=NRQ
PK社会保障費用 NR NNU=QMM NNP=OTS
QK社会費用 NS S=POP R=QSR
aK 税金等 NT NU=SQU NU=OPS
bK 有形無形固定資産償却費 NU TRO=RSQ RPT=PMU
fffK固定資産および材料の売却収入 NV U=OMT OO=UTO
cK 売却した固定資産および材料簿価 OM V=MTQ NP=RQU
fsK引当金戻入額および未払費用増加 ON NT=RUP M
dK 引当金繰入額および未払費用減少 OO VTT U=PRQ
sK負ののれん償却 OP M NN=QVS
eK のれん償却 OQ PO=UTQ ON=URV
sfKその他の営業収益 OR NQU=UMP NNV=TRR
fK その他の営業費用 OS NN=OPU V=RSV
sffK営業収益の振替 OT M M
gK 営業費用の振替 OU M M
G営業損益 OV NVM=VPP OSM=URV
sfffK有価証券および持分売却収入 PM NPR=RQQ M
hK 有価証券および持分の簿価 PN NOQ=OPP M
fuK投資有価証券売却収入 PO NV=NRV NU=MPO
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表 9　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの個別財務諸表　（続き）
損益計算書　（続き）
項目 行 当期 前期
NK関係会社株式および持分売却収入 PP M M
OKその他の有価証券売却収入 PQ NV=NRV NU=MPO
PKその他の投資有価証券売却収入 PR M M
uK短期投資からの収入 PS M M
ufK金融資産の引当金戻入額 PT M M
iK 金融資産の引当金繰入額 PU M M
uffK金融収益の調整額 PV M M
jK 金融費用の調整額 QM PR=RNN M
ufffK受取利息 QN NQN=OSR NNM=ORR
kK 支払利息 QO NN=NOM UR=UNQ
ufsKその他の金融収益 QP QSS=MVP OOP=VMT
lK その他の金融費用 QQ NMQ=PPO PVS=RRP
usK金融収益の振替 QR M M
mK 金融費用の振替 QS M M
G金融損益 QT QUS=USR ÓNPM=NTP
oK 経常利益に対する所得税 QU OMS=TQO PQ=RRV
NK当期支払額 QV NRU=MSU OP=UPN
OK繰延額 RM QS=STQ NM=TOU
MK RN M M
GG経常利益 RO QTN=MRS VS=NOT
usfK特別収益 RP S=OMQ S=PMU
pK 特別費用 RQ OT=ONV NO=MTU
qK 特別利益に対する所得税 RR M M
NK当期支払額 RS M M
OK繰延額 RT M M
G特別損益 RU ÓON=MNR ÓR=TTM
rK パートナーへの損益の振替 RV M M
GGG当期損益 SM QRM=MQN VM=PRT
当期税引前損益 SN SRS=TUP NOQ=VNS
制御番号 VV NP=QMS=SSR NM=NPO=MNO
キャッシュ・フロー計算書
項目 当期 前期
mK 現金および現金同等物の期首残高 O=TQP=PVP UV=PMP
営業活動によるキャッシュ・フロー M M
wK 税引前当期損益 STT=TVU NPM=SUS
^KNK 非資金取引の調整 TSP=VRU QVO=NRQ
^KNKNK減価償却費、貸倒償却およびのれん償却 TUO=NQR RPV=UPV
^KNKOK引当金、経過勘定、見積項目、未実現外貨換算損益の増減額 NPM=NOM Q=QOQ
^KNKPK固定資産の売却損益 VVT ÓU=URM
^KNKQK受取配当金 ÓNV=NRV ÓNU=UNU
^KNKRK支払利息／受取利息 ÓNPM=NOM ÓOQ=QQN
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表 9　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの個別財務諸表　（続き）
キャッシュ・フロー計算書　（続き）
項目 当期 前期
^KG 税金・運転資本の変動額・特別利益調整前営業活動による N=QQN=TRS SOO=UQM
正味キャッシュ・フロー
^KOK 運転資本増減額 ÓNQP=UUS OU=TPO
^KOKNK営業債権増減額 ÓOQ=TVP ÓTU=TRN
^KOKOK短期営業債務増減額 ÓQNURO NNS=SVV
^KOKPK棚卸資産の増減額 ÓTT=OQM ÓV=ONS
^KOKQK短期投資資産の増減額 M M
^KGG 税金・特別項目調整前営業活動による正味キャッシュ・フロー N=NNT=UTM SRN=RTO
^KPK 支払利息 ÓNN=NOM ÓUR=UNQ
^KQK 受取利息 NQN=OSR VU=PVQ
^KRK 所得税支払 ÓQR=OMT ÓNOQ=QTU
^KSK 特別損益項目の収益および費用 ÓON=MNQ ÓR=SRQ
^KGGG営業活動による正味キャッシュ・フロー N=NUN=TVQ RPQ=MOM
投資活動によるキャッシュ・フロー M M
_KNK 固定資産取得支出 ÓN=UUQ=MVS ÓN=QRS=NUQ
_KOK 固定資産売却収入 T=PMM NR=TRP
_KPK 関係者に対する貸付金変動 M ÓNU=UMV
_KGGG投資活動による正味キャッシュ・フロー ÓN=UTS=TVS Ó=N=QRV=OQM
財務活動によるキャッシュ・フロー M M
`KNK 長期負債および短期負債の増減額 ÓNMN=QOV ÓTPM=NPM
`KOK キャッシュ・フローに影響する自己資本増減額 ÓNP=SMV Q=OVM=RVR
`KOKNK資本金および資本準備金の変動に対する現金および
　　　現金同等物の増加額 M Q=OVV=UMQ
`KOKOKパートナーおよび株主への払戻し M M
`KOKPKパートナーおよび株主による寄付金 M M
`KOKQKパートナーによる損失補填 M M
`KOKRK基金による支払 ÓNP=SMV ÓV=OMV
`KOKSK配当金支払 M M
`KPK 配当金受取 NV=NRV NU=UNV
`KGGG財務活動による正味キャッシュ・フロー ÓVR=UTV P=RTV=PNM
cK 現金および現金同等物の期中正味増減額 ÓSNM=UUN O=SRQ=MVM
oK 現金および現金同等物の期末残高 O=NPO=RNO O=TQP=PVP
表 10　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの連結財務諸表
連結貸借対照表
NVVV年 NO月 PN日 NVVU年 NO月 PN日
注 DMMM`wh DMMM`wh
資産
流動資産
現金および現金同等物 Q O=OSO=RVV O=TRQ=MOS
営業債権純額 R PNN=SPO OUM=NUT
棚卸資産 S OTV=PUV NRO=QVS
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表 10　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの連結財務諸表　（続き）
連結貸借対照表　（続き）
NVVV年 NO月 PN日 NVVU年 NO月 PN日
注 DMMM`wh DMMM`wh
その他の流動資産 ON=ONP ON=UNT
流動資産合計 O=UTQ=UPP P=OMU=ROS
流動資産以外の資産
有形固定資産純額 T Q=VON=QUQ Q=NPS=PMU
無形固定資産純額 U SQ=URM QO=QRT
のれん V OOS=PUR QMT=RTQ
投資 NM P=QRN=SPS O=VSN=OSQ
繰延税金資産 NT N=NQU M
長期前払金 NN NQM=MTO OT=ROS
流動資産以外の資産合計 U=UMR=RTR T=RTR=NOV
資産合計 NN=SUM=QMU NM=TUP=SRR
資本および負債
流動負債
営業債務 NO QUS=UQV PVP=RMM
当座貸越および銀行借入金 NP NQ=MMS M
短期借入金 NQ NQM=MMM NMN=QOV
未払税金 NO NNT=SVN M
流動負債合計 TRU=RQS QVQ=VOV
流動負債以外の負債
長期借入金 NR NN=QOU OO=URT
その他の長期負債 NS NSR=NOM NTU=SMS
繰延税金負債 NT NPT=PTV UP=VRQ
流動負債以外の負債合計 PNP=VOT OUR=QNT
資本金および剰余金
資本金 NU P=MTU=QUS P=MTU=QUO
資本剰余金 P=PMP=NMQ P=PMP=NMQ
利益剰余金 Q=OOS=PQR P=SON=TOP
資本合計 NM=SMT=VPR NM=MMP=PMV
資本および負債合計 NN=SUM=QMU NM=TUP=SRR
連結損益計算書
NVVV年 NO月 PN日終了年度 NVVU年 NO月 PN日終了年度
注 DMMM`wh DMMM`wh
売上高 NV O=OUN=NOM O=NOQ=TRP
売上原価 OM ROT=SMV RMS=RUT
売上総利益 N=TRP=RNN N=SNU=NSS
その他の営業収益 S=RQO NT=TPR
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表 10　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの連結財務諸表　（続き）
連結損益計算書　（続き）
注 DMMM`wh DMMM`wh
人件費　NT ON RRM=TNQ QSQ=PUO
減価償却および償却 UOV=SVR RSM=OVQ
その他の営業費用 OO PSS=PRT NTS=OPT
営業利益 NP=OUT QPQ=VUU
のれん償却 V NTT=MNQ M
のれん償却後の営業利益 ENSP=TOTF QPQ=VUU
財務損益純額 OP RNR=NQO ENRO=PSNF
税引前利益 PRN=QNR OUO=SOT
税金 NT OOP=PNS OO=VOT
税引後利益 NOU=MVV ORV=TMM
関連会社持分損益 QTU=RTP ORQ=VSQ
少数株主損益 M N=NTT
当期純利益 SMS=STO RNP=QUT
１株当たり利益 OQ NVITO NVIRP
表 11　`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの監査報告書
`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの株主の皆様に対する監査報告書
我々の監査に基づいて、この年次報告書の PTページから RSページに記載されている財務諸表に関して、
OMMM年 P月 V日付けの次の監査報告書を提出する。
我々は、NVVV年 NO 月 PN 日をもって終了する `ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの財務諸表を監査した。財務
諸表の作成および法律に従って会計記録を維持することは取締役会の責任である。我々の責任は、監査
に基づいて、全体として、財務諸表に対する意見を表明することである。
我々は、チェコ共和国の ^Åí=kçK=ROQLNVVO=`çääK=çå=^ìÇáíçêë=~åÇ=íÜÉ=`Ü~ãÄÉê=çÑ=^ìÇáíçêë および公認会計
士協会によって公表された監査基準に従って監査を実施した。監査基準は、我々が財務諸表に重要な虚
偽記載がないかどうかについて合理的な保証を得るために監査を計画し実施することを求めている。
監査には、財務諸表の金額および開示を裏付ける証拠の試査にもとづく検証が含まれている。また、監
査には、全体としての財務諸表の表示の検討とともに、経営者が採用した会計原則および経営者によっ
て行われた見積りの評価も含まれている。我々は、我々が実施した監査によって意見表明のための合理
的な基礎を得たと判断している。
我々の意見では、財務諸表は、すべての重要な点において、^Åí=kçK=RSPLNVVN=çå=^ÅÅçìåíáåÖ および関係
する会計規則に従って、NVVV 年 NO 月 PN 日現在の `ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëK の資産、負債および資本
ならびに同日をもって終了する経営成績を適正に表示している。
我々は、この年次報告書に含まれる他の財務情報が、監査した財務諸表と矛盾していないかどうか調査
した。我々の意見では、この財務情報は、すべての重要な点において、監査した財務諸表と矛盾してい
ない。
OMMM年 R月 O日、プラハ 監査人
監査法人 aÉäçáííÉ=C=qçìÅÜÉ=ëéçäK=ëKêKçK pí~åáëä~î=pí~åÉâ
iáÅÉåëÉ=kçK=TV iáÅÉåëÉ=kçK=NSTQ
市田　浩三・百合草裕康：チェコにおける企業内容開示の現状 RN
以下に、`ÉëâÉ=o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëKの財務諸表の注記内容を示す。
N．一般情報
NKN　会社設立と概況　会社名、本店所在地、資本金、主要株主、営業内容
NKO　登記内容の変更　取締役と監査役の氏名
O．会計方針と一般会計原則
OKN　評価と償却方法
OKNKN　有形無形固定資産
OKNKO　有形固定資産の償却
OKNKP　財務投資
OKNKQ　棚卸資産
OKNKR　借入金
OKO　引当金と剰余金
OKOKN　引当金
OKOKO　剰余金
OKP　外貨換算
OKQ　ファイナンス・リース
OKR　所得税
P．貸借対照表および損益計算書に対する追加情報
PKN　固定資産
PKNKN　無形固定資産
PKNKO　有形固定資産
PKNKP　担保に供している固定資産
PKO　財務投資
PKOKN　子会社投資
PKOKO　関連会社投資
PKOKP　その他の投資
PKP　棚卸資産
PKQ　営業債権
PKQKN　売掛金
PKQKO　売掛金の年齢調べ
PKQKP　関係会社売掛金
PKR　金融資産
PKS　資本
PKSKN　資本の部の推移
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PKSKO　資本金
PKT　剰余金
PKU　営業債務
PKUKN　買掛金
PKUKO　買掛金の年齢調べ
PKUKP　関係会社買掛金
PKV　銀行借入金と当座貸越
PKNM　金融商品
PKNN　外貨表示の資産、負債
PKNO　見　見定
PKNP　セグメント情報
PKNQ　所得税
PKNQKN　法人所得税
PKNQKO　繰延税金
PKNR　関係会社取引
PKNRKN　売上
PKNRKO　サービス購入
Q．従業員、経営者
QKN　従業員と経営者の人数と給与または報酬の額
R．係争事項
S．後発事象
・OMMM年 O月に破産手続きによって gÉëíÉÇ=íê~åëãáííÉêを買収。
・o~Çáçâçåí~âí=lmbo^qlo=~KëKの投資を売却交渉。
・OMMM年 P月 N日の株主総会で、o~Çáç=jçÄáä=~KëKの将来株式のオプション購入を決定。
・チェコ政府は、決議 kçKONRによって、OMMM年 O月 OP日に会社に対する債務保証を認めた。
Ⅲ．チェコにおける企業内容開示の特徴 
実質的に NVVP年から実施された会計法によって、チェコ会計基準と国際会計基準との相違は減少
した。しかし、財務諸表はチェコの会計基準に準拠した個別財務諸表を作成している企業が多く、
同時に国際会計基準に準拠した個別財務諸表や連結財務諸表を記載している企業がかなりある。
チェコの会計法では、キャッシュ・フロー計算書は注記の中に含まれるとしているが、財務諸表の
本体で公表している企業が多く、財務諸表本体と注記の両方で記載している企業もあった。`ÉëâÉ
o~Çáçâçãìåáâ~ÅÉ=~KëK の例でわかるように、国が所有している株式は漸次民間に売却され、民営化
市田　浩三・百合草裕康：チェコにおける企業内容開示の現状 RP
が進んでいることが伺える。チェコの会計基準はますます国際会計基準に近づきつつあり、今後も、
国際会計基準に準拠した財務諸表を公表する企業数は増加していくものと考えられる。
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